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円

珠

庵

の

蔵

書

に

つ

い

て

円
珠
庵
蔵
書
は
五
十
九
部
、

（
百
十
三
冊
。
二
巻

。
三
輻
）
伝
来
遷
れ
て
を

り
、
そ
の
類
別
は
契
沖
の
自
筆
稿
本
、
自
筆
写
本
、
契
沖
以
外
の
人
の
書
写
本

お
よ
び
そ
れ
ら
の
校
定

。
書
入
本
な
ど
種
々
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
大
正
末
年
、
散
供
を
防
ぎ
、
保
存
の
万
全
を
期
す
る
為
に
餌
差
町

の
円
珠
庵
か
ら
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
寄
托
さ
れ
、
戦
争
中
は
泉
州
犬
鳴

山
の
某
寺
に
疎
開
さ
れ
た
が
、
（
そ
の
間
に
円
珠
庵
は
罹
災
全
焼
）現
在
ま
た
中

之
島
図
書
館
五
階
貴
重
書
庫
に
極
め
て
邸
重
か
つ
満
足
す
べ
き
状
態
で
保
存
さ

れ
て
ゐ
る
。

率
は
い
ま
、
契
沖
全
集
の
解
題
と
な
る
べ
く
重
複
し
な
い
や
う
性
意
し
っ
ゝ

円
珠
庵
蔵
書
の
簡
単
な
る
解
説
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。
そ
の
順
序
及
び
書
名
は

図
書
館
に
於
け
る
日
録
に
従
つ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
た
に
挙
げ
る
十
部

は
名
を
誌
す
に
と
ゞ
め
て
お
く
。

１
股
若
魚
尽
蔵
随
羅
尼
品
―
―
外
二
種
―
―

２
守
護
経

・
不
塞
紹
索
経

３
仏
祖
統
紀
―
―
外
五
種
―
―

４
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
上
　
（
内
容
は
題
筏
の
如
く
な
ら
ず
）

５
渥
槃
経

６
叉
舞
悦
者
名
日

八

木

毅

７
渥
槃
経
序
品
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・〓

８
大
般
涅
盤
経
会
疏
解
　
巻
第
十
六

９
大
般
涅
盤
経
梵
行
品
之
二
　
　
　
　
　
　
　
一

１〇
七
支
念
誦
随
行
法

Ｈ
色
葉
和
難
集
　
（如
水
書
写
本
）

三
冊
十
巷
。
縦
十
七
。
三
糎
、
横
十
糎
、
表
紙
藍
紙
。
上
冊
（
一
二
一
ュ
一じ

百
二
枚
墨
付
百

一
枚
、
中
冊
（
四

・
五
・
六
）
百
十
八
枚
墨
付
百
十
五
枚
、
下

冊
（
七
・
八

・
九

。
十
）
百
廿
四
枚
墨
付
百
十
二
枚
。
題
察
に

「
色
葉
和
難
集

一
、
二
、
三
」
の
如
く
あ
り
。
奥
書
及
び
書
写
せ
る
者
の
名
な
し
‥
和
歌
難

語
の
解
釈
。

・２
詞
林
禾
葉
抄
　
（契
沖
手
沢
本
）

三
冊
、
十
巷
。
縦
十
七
。
二
糎
横
九

・
五
糎
。
上
冊
（
巻

一
か
ら
巻
四
）、
中

冊

（
巻
五
か
ら
巻
七
）、
下
冊

（
巷
八
か
ら
巻
十
ゝ

題
餐
な
く
表
紙
左
上
に

一
詞
林
朱
葉
抄
」
と
あ
り
、
巷
十
の
奥
に

東
本
願
寺
所
献
也

な刹い時議」榊『動枠畔一記^抄儲歩に時申嚇鵡】贈水戸源之品卿



元
藤
二
年
初
春
　
　
　
　
　
　
　
密
乗
遺
贅
契
沖
　
（婦
誘
権
卍
と
）

・３
和
字
正
濫
要
略
　
（契
沖
自
筆
稿
本
）

一
冊
。
縦
十
四

。
三
糎
、
横
十
七
・
七
糎
。
百
十
二
枚
、　
一
紙
両
面
、
各
面

九
行
、
胡
蝶
本
冊
子
、
題
答
に

「
和
字
工
濫
要
略
」
と
あ
り
。
奥
に

元
藤
十

一
成
寅
五
月
初
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
沖

と
あ
り
。

・４
禁
秘
御
抄
―
―
外
三
種
―
―
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
糎
、
横
十
六

・
八
糎
、
牟
紙
剣
、
五
枚
、
と
も
表
紙
の
仮
綴
。

表
紙
に
「禁
秘
御
抄

九
条
殿
遺
誠

祭
弘
法
大
師
文

釈
書
玄
賓
伝
」
と
並
べ
、

右
下
に

「契
沖
」
の
署
名
あ
り
。
奥
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
，

拾
芥
抄
下
本

小
野
宮
右
府
読

一
念
誦
　
二
不
謗
三
宝
　
一二
食

人
保
此
三
事
永
可
終
天
年
一云
々

・５
和
歌
三
式
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
三
糎
、
横
十
六

・
六
糎
、
牟
紙
剣
。
廿
枚
墨
付
十
五
枚
。
題
接

に
「倭
訂
三
式
蔽嬰
一Ｌ
撰
ご

と
あ
り
ヽ
本
文
に
青
・
朱
に
て
書
入
あ
り
。
（
十
一
ウ
）
に

上
東
種
々
物
也
実
名
随
綴
得
分
牟
如
件
但
其
残
餘
可
尋
頃
従
武
州
得
一
書

其
名
謂
紳
獣
古
語
見
此
式
　
聞
考
粗
相
似
不
替
拠
相
用
注
異
誠
左
右
載
彼

本
泄
此
式
二
十
六
種
則
書
写
紙
奥
次
第
雖
為
混
雑
指
非
遺
恨
故
不
改
之
頗

夫
婦
夢
霜
右
三
種
者
勿
彼
本
在
此
式
委
遂
校
合
編
錯
乱
尤
為
欣
然
者
也

和
歌
作
式

（喜
撰
）
の
後

（
十
二
ウ
）
に

三
式
開
名
久
臭
始
吾
恨
不
得
之
既
得
之
亦
恨
有
眈
誤
掩
巷
大
息
然
不
堪
好

古
之
懐
漱
雨
之
餘
謄
写
彼
本
以
期
七
日
会
衆
本
為
完
本
云

秀
明
分
騨
墨
蹂
↓

元
隷
十
年
八
月
十
七
日
書
写
畢
身
林
本
孫
姫
浜
成
喜
撰
故
築
各
此
今
以
此

式
置
第
二
孫
姫
為
第
二
臭

奥
書

（
十
五
ウ
）
あ
り
、
次
の
如
し
、

右
自
奥
義
抄
至
袖
中
抄
所
引
之
三
式
中
歌
等
任
見
及
書
加
之
其
間
文
字
有

誤
眈
後
人
得
善
本
正
之
且
有
遺
漏
者
書
添
耳

元
藤
十
年
九
月
十
四
日
　
念
譲
教
沙
門
契
沖

孫
姫
難
喜
撰
長
歌
式
因
藪
居
第
三
臭

・６
新
勅
撰
集
評
註
　
（契
沖
自
筆
稿
本
）

二
冊
。
縦
十
三
・
三
糎
、
横
十
六

・
八
糎
、
牛
紙
剣
。
乾
四
十
七
枚
、
坤
六

十
九
枚
。
表
紙
は
樺
色
「
藍
紙
の
題
察
あ
り
。
奥
書
に

此
集
第
二
十
下
巷
の
経
に
載
ら
れ
た
ま
へ
る
事

一
部
の
鎮
護
に
も
や
当
ら

れ
け
ん
と
そ
お
ほ
え
侍
る

元
藤
十
二
年
五
月
十
六
日
草
之
党

摂
之
江
南
沙
門
契
沖

・７
厚
顔
抄
　
（
後
人
校
合

・
書
入
本
）

〓
冊
。
縦
十
七
・
二
糎
、
横
十
九

・
六
糎
、
美
濃
剣
。
各
冊
題
釜
あ
り
。
上

五
十
四
枚
、
裏
表
紙
内
側
に

享
保
八
癸
卵
五
月
十

一
日
於
小
橋
校
合
畢
墨
付
五
十
四
葉

と
あ
り
、
最
初
四
枚
に
序
、
本
文

「
日
本
紀
和
歌
署
護
上
几
長
短

一
百
二
十

七
首
」
を
収
め
、
中
四
十

一
枚

「
日
本
紀
和
歌
署
護
下
」
允
恭
天
皇
七
首
以

下
を
収
め
、
下
三
十
七
枚

「古
事
記
和
歌
碁
誌
凡
百
七
首
」
を
収
む
。
そ
の

奥
に
次
の
如
く
あ
り
、

以
上
墨
付
廿
十
丁

　
玲贅

永
二
年
十
月
十
八
日
比
校
畢



享
保
八
癸
卵
二
月
上
旬
重
而
校
合
了

・８
嶋
の
宮
　
（
伝
契
沖
自
筆
本
）

一
冊
。
縦
十

・
七
糎
、
横
十
七
・
八
糎
。
表
紙
薄
青
縞
模
様
、
裏
打
本
。
題

餐
に

「
嶋
の
宮
勾
の
池
の
放
鳥
人
め
に
恋
て
池
に
か
つ
か
す
　
契

・
沖
自
筆
」

と
あ
る
。
表
紙
裏
に
次
の
如
く
あ
り
、

二
十
三
枚
　
明
治
第
七
　
十
月
　
契
沖
師
　
自
筆
　
一〈
十
四
首
　
加
納
川

契
実
修
覆
　
十
六
丁
章
　
九
十
十

一
十
二
紛
失

題
察
を
付
し
た
る
は
筆
蹟
か
ら
右
の
契
実
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
本
書
は
万

葉
集
の
巻
二
・
四

・
五

・
六

・
七
。
十
三
ｒ
十
四
の
作
品
六
十
四
首

（
内
長

歌
五
）
に
対
す
る
選
釈
で
あ
り
、
代
初
と
内
容
略

同
じ
。

・９
百
人

一
首
改
観
抄
　

契^
沖
自
筆
稿
本
）

三
冊
。
縦
十
七
。
二
糎
、
横
廿
。
二
糎
の
美
濃
剣
。
題
餐
に
「
百
人
一
首
改

観
抄
上
」
の
奸
く
あ
り
“
上
。
中
各
十
六
枚
「
下
十
二
枚
各
面
十
二
行
ｏ
各

巻
初
に
「円
珠
之
印
」
の
角
印
を
墨
で
、
各
巷
末
に
「円
珠
川
堂
」
の
塊
印

を
墨
で
捺
す
。
表
紙
は
樺
色
。
本
文
に
朱
■
た
は
墨
に
て
書
入
を
多
く
す
。

・
下
巻
の
終
に
「
元
藤
五
年
季
夏
契
沖
跛
」
と
書
け
る
抜
文
が
あ
る
。
従
来
、

本
書
は
契
沖
の
自
筆
と
さ
れ
て
き
て
ゐ
る
が
、
奥
書
に
よ
つ
て
如
水
の
浮
書

本
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
後
出

「古
今
餘
材
妙
」
と
―
始
め
方
特
に
―
殆

ん
ど
同
筆
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
ま
た
同
じ
く
如
水
浮
書
本
で
あ
る
勢
語

臆
断
の
奥
書

（契
沖
自
筆
）
と
改
観
抄
の
跛
文
の
筆
蹟
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
い
づ
れ
も
元
藤
五
年
の
筆
で
あ
る
が
手
蹟
を
異
に
す
る
如
く
思
は
れ
る
。

２。
古
今
餘
材
抄
　
（如
水
浮
書
本
）

十
冊
。
縦
十
七
・
五
糎
、
横
廿
糎
の
美
濃
剣
。
題
察
あ
り
て
、

「古
今
餘
材

抄
第

一
面
序
」
の
如
く
あ
り
。　
各
冊
終
に
「
円
珠
卿
堂
」
の
丸
墨
印
あ
り
、

第

一
に
仮
名
・
真
名
両
序
、
第
二
に
春
上
下
、
第
二
Ｋ
夏
秋
上
、
第
四
に
秋

下
冬
賀
、
第
五
に
離
別

・
轟
旅

・
物
名
、第
六
に
恋

一
二
、第
七
に
恋
三
四
、

第
八
に
恋
五
哀
傷
、
第
九
に
雑
上
下
、
第
十
に
雑
体
大
歌
所
歌
を
収
む
。
第

十
巻
尾
に
　
　
，

古
今
餘
材
抄
十
巻
先
年
撰
之
雖
然
草
稿
汗
繊
自
猶
不
得
読
由
此
誂
老
兄
去

年
写
彼
草
稿
畢
日
月
荏
再
校
訂
延
而
及
今
愚
案
之
中
若
有

一
両
義
之
可
取

庶
補
童
蒙
臭

元
藤
五
年
仲
秋
十
五
日
　
　
　
　
密
門
釈
契
沖
記
之

再
記
仮
名
依
日
本
紀
万
葉
集
和
名
鋤
等
後
人
莫
憾
之

２．
勝
地
通
考
目
録
　
（
自
筆
稿
本
）

一
冊
。
縦
十
三
・
四
糎
、
横
十
六
・
八
糎
牟
紙
剣
袋
綴
。
十
九
枚
、
題
答
に

「
勝
地
通
考
目
録
全
」
と
あ
り
、
（
一
オ
）

一
　
石
上
布
留
と

つ
ヽ
く
る
は
更
級
や
を
は
す
て
山
と
い
ひ
け
る
に
お
な

」い動『も日と一つもふキいれ中癖̈
】一一一嘲碑〔｛］
一翠〈描‐Ｔ

な
り

一
　

つ
の
く
に
の
な
に
は
お
も
は
す
山
し
ろ
の
と
は
に
あ
ひ
み
ん
こ
と
を
の

み
こ
そ
の
難
波
鳥
Ｚ
の
ふ
た
つ
は
秀
句
な
り
枕
詞
の

た
く
ひ
お
し
て
知

ヘ

し

勝
地
通
考
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

と
あ
り
て
含
一
オ
）
よ
り
、
全
集
所
収
の
本
文
が
は
じ
ま
る
。
右
の
第

一
枚
の

文
字
は
、
署
名
・
題
名
以
外
、
稿
成
り
て
後
の
自
筆
の
書
入
で
あ
る
。

２２
類
字
名
所
補
翼
抄
　
（自
筆
稿
本
）

・
八
冊
。
縦
十
四
糎
、
横
十
六
”
九
糎
の
牛
紙
剣
袋
綴
本
。
表
紙
は
樺
色
で
、

題
察
に
「
類
字
名
所
補
翼
抄
第

こ

な
ど
と
あ
り
。
第

一―
十
六
枚
、
第
二

―
十
九
枚
、
第
三
―
四
十
枚
、
第
四
―
十
六
枚
、
第
五
―
十
五
枚
、
第
六
―

碑
」



四
十
三
枚
、
第
七
―
十
七
枚
、
第
八
―
十
二
枚
。
第

一
（
一
オ
）
に

延
暦
十

一
年
閏
十

一
月
己
亥
幸
高
橋
津
便
遊
猟
予
石
作
二
十
八
年
十
現

壬
辰
遊
猟
於
西
野
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

契

沖

一
関
の
石
門
久
米
の
作
良
山
吉
備
の
中
山
の
類
石
門
佐
良
山
中
山
な
ど
を

初
に
よ
め
る
専
に
関
の
石
門
な
ど
よ
め
る
故
に
さ
な
ら
て
は
よ
ま
れ
ぬ

や
う
に
思
ふ
は
然
る
へ
か
ら
す
よ
り
て
次
第
を
立
る
時
は
ふ
き
て
石
門

佐
良
山
な
と
載
る
も
の
也
此
う
た
を
知
へ
し
　
　
　
、

類
字
名
所
補
翼
抄
鉾
行．

と
あ
り
、
同
様
第
二
に
も

（
一
オ
）
扉
紙
に
署
名

・
題
名
の
間
の
空
自

へ
延

喜
二
年
以
後
の
交
野

・
葛
野

・
柏
原
野
な
ど
へ
の
遊
猟
記
事
を
類
衆
国
史
か

ら
抜
書
し
て
ゐ
る
。
第
三
に
も
、
同
様
に
枕
草
紙
か
ら

「
原
は
」

「
う
ま
や

は
」

「
河
は
」
の
抜
さ
書
が
あ
り
、
さ
ら
に

ご
代
実
録
十
貞
観
七
年
辛
亥
朝
弐
五
日
授
大
和
国
蕪
位
町
中
紳
従
五
位
下

類
字
名
所
補
翼
抄
麟
篠

七

（
十
七
ウ
）

元
蔽
十
年
四
月
十
九
日

一
部
七
巷
抄
出
了

．
　

　

密
宗
沙
門
契
沖

第
七

（
一
オ
）

天
壁

革

日
本
紀
尭
宴
専
　

　

　

　

　

　

　

　

　

契

　

沖

各
巷
と
も
扉
の
余
白
に
備
忘
的
な
抜
書
が
あ
り
、
第
五
以
外
に
は
契
沖
の
自

署
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

２３
類
字
名
所
外
集
　
（
自
筆
稿
本
）

七
冊
。
縦
十
三
・
四
糎
、
横
十
六
・
七
糎
の
牛
紙
剣
袋
綴
。
表
紙
樺
色
、
題

箱
に

「
類
宇
名
所
外
集
第
こ

の
如
く
あ
り
。
第

一
卜
十
三
枚
、第
ニ
ー
十
五

枚
、
第
二
月
十
三
枚
、
第
四
―
十
六
枚
、第
五
―
十
八
枚
、第
六
―
冊

一
枚
、

第
七
―
十
八
枚
。
第
二
。
四
¨
五
以
外
（
一
ス
）
に

「契
沖
」
の
自
署
あ
り
、

第
七
（
廿
八
ウ
）
に

元
藤
十

一
年
十

一
月
十
七
日
抄
之
畢

Ｚ
勝
地
吐
懐
編
　
（
自
筆
稿
本
）

三
冊
。
縦
十
三
・
五
糎
、
横
十
六
。
九
糎
の
牛
紙
剣
袋
綴
。
表
紙
樺
色
、
題

篠
に

「
勝
地
吐
懐
編
上
」
な
ど
と
あ
り
。
上
四
十
三
枚
、
中
五
十
五
枚
、
下

五
十

一
枚
、
上
。
中

（
一
オ
）
に
類
衆
国
史
よ
り
の
遊
猟
記
事
の
抜
書
が
あ

り
、
下
（
一
オ
）
に
は
続
後
撰
秋
下
の
歌
の
抜
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
契
沖
自

身
の
余
白
を
利
用
し
て
の
備
忘
的
な
書
入
で
あ
る
。
各
冊
そ
の
拠
に
自
署

・

題
名
あ
り
。

２５
無
名
書
　
（
自
筆
稿
本
）

一
冊
。
縦
十
三
。
三
糎
、
横
十
五
。
九
糎
の
牟
紙
剣
仮
綴
の
裏
打
本
。
四
十

九
枚
表
紙
に
題
名
が
全
然
つ
い
て
ゐ
な
い
。
大
和
の
国
の
地
名
を
イ
ロ
ハ
順

に
配
列
考
証
し
た
も
の
、
本
文
は
卒
川
か
ら
始
ま
つ
て
ゐ
ち
が
最
初
の

一
二

枚
が
落
丁
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
奥
書
も
な
く
、
全
集
に

は

「大
和
国
地
名
類
字
」
と
名
づ
け
て
収
載
し
て
ゐ
る
。

２６
勅
撰
名
所
和
歌
抄
　
（契
沖
手
沢
本
）

二
冊
。
縦
十
六
。
三
糎
、
横
廿

一
。
二
糎
の
仮
綴
。
題
察
な
く
、
と
も
表
紙

に

「勅
撰
名
所
和
歌
抄
上
」

の
如
く
あ
り
。
上
巻
八
十
四
枚
、
（
八
十
四
ウ
）

左
下
に

「
角
之
坊
　
疏
雅
」
と
二
行
に
書
く
。
下
巷
八
十
五
枚
（
八
十
五
ウ
）

に
此
本
宗
碩
法
師
の
抄
出
に
な
る
旨

（
永
正
丙
寅
の
紀
年
あ
り
）
椀
陰
散
人

の
奥
書
が
あ
る
。

２７
う
つ
ぼ
物
語
の
歌
く
ら
ひ
ら
き
の
巻
　
（契
沖
手
沢
本
）



一
冊
ｏ
縦
十
四
・
四
糎
、
横
十
七
糎
の
牛
紙
剣
仮
綴
本
。
五
十
六
枚
各
面
十

行
。
題
察
な
く
、
表
紙
に
「
う
つ
ぼ
物
語
の
歌
く
ら
ひ
ら
き
の
巻
　
全
」
と

あ
り
。
虫
食
甚
だ
し
く
裏
打
が
し
て
あ
る
。
表
題
に
「
く
ら
ひ
ら
さ
の
巻
」

と
あ
れ
ど
、
内
容
は
続
い
て
「
ろ
う
の
上
の
巷
」
「
ふ
さ
あ
げ
の
巻
「
ふ
ち
原

の
君
「
あ
て
宮
「
た
つ
の
む
ら
鳥
Ｌ
ま
つ
り
の
使
Ｌ
は
つ
秋
「
さ
く
の
宴
」

「
た
ヽ
こ
そ
」
「
む
め
の
花
か
さ
「
さ
か
の
院
「
国
ゆ
つ
り
」
の
巻
々
の
歌
を
集

め
、
最
後
に
「
う
つ
ぼ
物
語
の
詞
」
の
項
が
あ
る
。
（
五
十
六
オ
）
に
は
菅
家

萬
葉
集
の
語
旬
と
そ
の
訓
を
、
（
五
十
六
ウ
）
に
は
新
撰
朗
詠
か
ら
和
歌
七
首

を
夫
々
備
忘
的
に
抜
書
し
て
ゐ
る
。
奥
書
な
く
、
裏
表
紙
内
側
に
次
の
如
く

あ
り
。

此
う
つ
ぼ
も
大
虫
入
に
て

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
や
む
を
得
す
裏
打
表
紙
調

八
世
実
仁契

乗

２８
勢
話
臆
断

（如
水
浮
書
本
）

四
冊
。
縦
十
七
・
九
糎
、
横
廿

・
五
糎
の
美
濃
剣
。
上
之
上
五
十
三
枚
、
上

之
下
四
十
四
枚
、
下
之
上
五
十
六
枚
、
下
之
下
六
十

一
枚
で
そ
の
絡
に
自
筆

の
奥
書
あ
り
。

右
此
勢
語
臆
断
四
巻
先
年
卿
之
然
其
稿
本
甚
汗
機
自
猶
不
得
読
“
去
春
誂

老
兄
写
彼
稿
本
然
猪
無
閑
暇
不
能
校
合
近
日
得
暇
故

一
校
以
加
改
正
畢

元
緑
五
年
季
秋
初
三
　
密
乗
桑
門
釈
契
沖

再
記
仮
名
依
日
本
紀
萬
葉
集
和
名
鋤
等
後
覧
之
人
莫
惟
之
臭

２９
晩
歌
和
歌
集
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

二
冊
。
縦
十
一
。
九
糎
、
横
十
五
・
三
糎
。
題
餐
に
　
「ヽ晩
華
和
歌
集
上
長
流

と
あ
り
、
序
文
に
よ
れ
ば
貞
享
三
年
長
流
の
歿
後
そ
の
作
歌
を
契
沖
が
編
韓

し
た
も
の
、
後
に
遺
文
を
収
め
、
朱
の
書
入
あ
り
。

３０
詠
百
首
和
歌
　
（契
沖
自
筆
本
歎
）

二

冊
。
縦
十
三
・
二
糎
、
横
十
六
・
八
糎
の
牛
紙
剣
。
六
枚
、
題
察
は
別
筆

で

「
詠
百
首
和
歌
全
」
と
あ
り
ｏ
春
歌
二
十
首
、
夏
歌
十
首
、
秋
歌
二
十
首
、

各
歌
十
首
、
恋
歌
二
十
首
、
雑
歌
二
十
首
が
の
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。

３．
金
葉
集
薙
下

（契
沖
自
筆
抜
粋
本
）

一
冊
。
縦
十
七
・
五
糎
、
横
十
四

・
八
糎
の
横
本
。
十

一
枚
、
題
察
な
く
、

藍
色
の
表
紙
に
標
記
の
如
く
あ
れ
ど
、
実
は

「
釈
教
歌
集
」
ま
た
は

「
無
常

歌
集
」
と
で
も
あ
る
べ
さ
処
で
あ
る
。
す
な
な
ち
、
全
葉

。
詞
花

。
千
載

・

新
古
今

。
新
勅
撰

・
続
古
今

・
玉
葉

・
続
後
拾
遺

・
風
雅

。
新
後
撰

。
新
集

載

。
新
続
古
今

・
続
後
撰

。
新
千
載

。
続
拾
遺

・
夫
木

・
山
家
集

・
拾
玉
千

・
月
清
集

。
拾
遺
愚
草

。
新
撰
六
帖

。
新
葉
集

・
夫
木
抄
な
ど
の
勅
撰
集
お

よ
び
私
家
集
に
出
て
ゐ
る
釈
教
歌
を
主
と
し
て
集
め
た
も
の
。

・

３２
馬
内
侍
集
外
四

（如
水
書
写
契
沖
手
沢
本
）

一
冊
。
縦
十
七
糎
、
横
廿
糎
の
美
濃
剣
袋
綬
。
樺
色
の
表
紙
で
、
百

一
枚
墨

付
九
十
六
枚
各
面
十
二
行
、
朱
の
書
入
あ
り
。
馬
内
侍
集

。
相
模
集

。
康
贅

王
母
集

・
殷
富
門
院
大
輔
集

・
後
堀
河
院
民
部
郷
典
侍
集
の
五
家
集
を
写
し

て
ゐ

る
。
　
・

３３
清
輔
家
集
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
七
・
八
糎
、
積
廿
。
二
糎
の
美
濃
剣
袋
緩
。
十
五
枚
各
面
十
二

行
、
奥
に
「東
野
州
聞
書
」
を
引
い
て
人
丸
影
供
の
記
事
を
抜
書
す
。
そ
の

後
に
　
一九
藤
十
一
年
六
月
四
日
紳
通
桑
教
　
沙
門
契
沖

と
あ

る
。

譴
散
木
奇
歌
集
　
（契
沖
手
沢
本
）

二
冊
。
縦
十
八
糎
、
横
廿
糎
の
美
濃
剣
袋
綴
。
題
螢
な
く
、
上
巷
第
一
ょ

，

41



第
四
ま
で
六
十
五
枚
、
下
巻
第
五
よ
り
第
八
ま
で
百
六
枚
。
朱
で
仮
名
遣
な

ど
を
校
合
し
て
ゐ
る
。
　
，

３５
万
葉
抄
　
（契
沖
手
沢
本
）

一
冊
。
縦
十
八
糎
い
横
廿
糎
の
羊
濃
剣
袋
綴
。
百
七
十
枚
、
表
紙
内
側
へ
糊

っ
け
し
て
か
く
れ
た
紙
に

「
萬
葉
集
抄
　
碁ホ
祗
法
師
」
と
あ
つ
て
、
連
歌
師

風
の
書
体
の
本
文
に
は
朱
で
校
合
し
て
ゐ
る
。
（
一
七
〇
ウ
）
に
奥
書
あ
り
、

そ
の
最
後
に

「
東
本
願
寺
所
献
也
」
と
あ
る
。

３６
古
歌
拾
遺
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
七

・
八
糎
、
横
廿

・
八
糎
の
美
濃
剣
袋
級
。
緑
色
の
表
紙
に
金

箔
を
散
ら
し
た
短
冊
様
の
題
餐
を
付
す
。
六
十
六
枚
各
面
十

一
行
。
朱
の
書

入
あ
り
。
新
撰
和
歌

・
菅
家
萬
葉

。
寛
李
御
時
后
歌
合

。
一
宮
紀
伊
家
集

・

紫
式
部
家
集

・
万
粋
抄
（朱
で
「
万
代
抄
し

・
俊
頼
無
名
抄
下
よ
り
抄
出
し
た

も

の
。

３７
住
友
友
昌
十
七
回
忌
追
悼
歌
集

一
冊
。
縦
十
八

・
八
糎
、
横
十
八
・
六
糎
の
美
濃
剣
袋
綴
。
厚
い
鳥
の
子
紙

を
用
う
。
原
題
「
和
歌
題
林
愚
抄
内
述
懐
」
ｏ
入
江
友
俊
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

延
享
戊
辰
孟
夏
下
院
、
友
俊
の
家
に
十
七
人
の
者
が
集
つ
て
懐
旧
と
い
ふ
題

で
、
月
富
の
十
七
回
忌
違
悼
の
歌
を
詠
ん
だ
の
を
一
人
一音
づ
ヽ
集
め
た
も

の
。
出
詠
者
、
友
俊
・
都
志
女
・
友
房

・
尼
観
香
。
純
之
・
純
頑

。
正
誼
。

寂
誉
法
師
。
行
誉
法
師
・
素
絢

・
友
由
・
正
名
・
為
匡
。
青
山
法
師
・
源
光

法
師
。
賢
誉
法
師
・
忍
鎧
法
師
。

３８
本
朝
麗
藻
港
下

（契
沖
自
肇
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
糎
、
横
十
九
・
五
糎
。
題
察
に
標
記
の
如
く
あ
り
。
四
十
一

枚
。
書
写
年
代
不
詳
。
こ
の
上
巻
は
次
（３９
）
に
あ
り
。

３９
暮
春
醍
醐
寺
即
事
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
大
き
さ
装
慎
右
に
同
じ
。　
六
十
九
枚
。

題
答
に

「
本
朝
麗
藻
慇
上
」

と
あ
る
べ
き
処
、
こ
の
本
初
め
の
部
分
落
丁
の
た
め
、
最
初
に
な
つ
て
出
て

ゐ
る
菅
原
左
良
の

「暮
春
於
醍
醐
寺
即
事
」
と
題
す
る
詩
の
題
を
と
つ
て
、

後
人
が
誤
つ
た
題
察
を
付
し
た
の
で
あ
る
。

４０
‥日
本
続
叉
粋
中
密
門
文
類
　
（契
沖
自
肇
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
糎
、横
十
七
糎
。
表
紙
は
と
も
糾
袋
級
。
廿

一
枚
墨
付
廿
枚
。

題
答
な
く
、
表
紙
右
下
に

一‐契
沖
」
の
自
署
あ
り
。
書
写
年
代
不
詳
。

４．
凌
雲
集
　
（契
沖
自
筆
年
本
）

一
冊
。
縦
十
七

・
三
糎
、
横
十
九

・
八
糎
。
十
七
枚
墨
付
十
六
枚
。
奥
書
に

元
隷
十

一
年
二
月
十
二
日
以

松
下
見
林
分
之
本
校
此
今
井
自
閑
分
之
本

尭
。
注
異
者
則
見
林
本
英
。
予
先
借
自
閑
本
騰
写
。
当
時
見
借
佗
在
餘
所
。

故
正
此
本
為
彼
未
也
。
　
　
　
　
密
桑
沙
門
契
沖
記

と
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

４２
朝
野
群
載
要
摘
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
七

・
四
糎
、横
廿
・
八
糎
。
題
察
な
し
。
六
十
枚
各
面
十
行
。

４３
類
楽
国
史
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

十
三
冊
。
縦
十
九

。
二
糎
、
横
十

・
五
糎
。
第
四

。
第
四

。
第
十

一
。
第
二

十

一
。
第
三
十
六
。
第
二
十
七

・
第
七
十

一
。
第
七
十
四

。
第
八
十

一
。
第

百

一
。
第
百
七

。
第
百
六
十
五

。
第
百
七
十
七
以
上
十
三
巷
、
第
百
七
十
七

終
に
奥
書
あ
り
、

類
衆
国
史
者
菅
家
依
宇
多
天
皇
之
勅
撰
之
但
三
代
実
録
者
後
人
加
之
欺
載

三
代
実
録
序
有
宰
府
遷
請
之
事
明
知
有
後
人
看
加
臭
（
虫
食
）沙
門
契
沖

４４
続
日
本
紀
要
略
　
（契
沖
自
筆
写
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
冊
。
縦
十
四

。
二
糎
、
横
十
七
糎
。
表
紙
に
題
答
な
く

「続
日
本
紀
要
略

一
巷
」
と
左
上
に
あ
り
、
そ
の
下
に

「
二
十
七
枚
」
、
　
右
下
に

「契
沖
」
と



自
暑
す
。
仮
綴
各
面
十
行
。
朱
の
書
入
あ
り
。
（
五
十
七
ウ
）
に

元
藤
十

一
年
二
月
十
九
日
続
日
本
紀
四
十
五
、
校
合
之
（
虫
食
）次
略
抄
党

密
宗
沙
門
　
契
沖

４５

一 日
は
雅
卸
咄
噸

糎
一醒
野
抑
酔
特
許
一

答
な
く
仮
綴
、表
紙
右
下
に
、契
沖
」
と

自
署
。
廿

一
枚
各
面
十
行
。
（
三
十

一
オ
）
に

諄は一一一劇同嘲饗朧響終

４６
続
日
本
後
紀
要
略
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

二
冊
。
縦
十
四
。
二
糎
。
横
十
七
糎
の
牛
紙
剣
仮
緩
。
題
察
な
し
。
上
巻
表
紙

共
十
六
枚
各
面
十
行
。
下
巻
廿
二
枚
、
別
筆
欺
。
と
も
に
朱
の
書
入
あ
り
。

夕
文
徳
実
録
―
―
（要
略
）―
―
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
三
。
三
糎
、
横
十
六
。モ
糎
の
仮
綬
唐
紙
裏
打
本
。
題
察
に
は

「文
徳
実
録
」
と
あ
る
の
み
。

４８
三
代
実
録
要
略
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
喜
一糎
、横
十
七
、
二
糎
。
五
十
二
枚
。
表
紙
に
題
釜
な
し
。

（
五
十
二
ウ
）
に

元
藤
十

一
年
九
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
桑
沙
門
　
契
沖

４９
延
喜
式
販
要

（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
・
二
糎
、
横
十
七

。
二
糎
の
仮
綴
牟
紙
剣
。
表
紙
に
契
沖
と

自
署
あ
り
。
十
九
枚
。
公
一九
ウ
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

元
隷
十
年
猟
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
契
沖

”
延
喜
式
中
密
門
宝
鍵
　
（契
沖
自
筆
写
本
）

一
冊
。
縦
十
四
糎
、
横
十
七

・
三
糎
の
仮
綴
。
題
察
な
く
。
表
紙
右
下
に
契

神
と
自
署
あ
り
、
九
枚
（九
ウ
）
に

右
延
喜
式
五
十
巻
中
抜
預
密
教
臭

元
縁
十
年
歳
次
丁
丑
十
二
月
十
日

５‐
河
社
　
（契
沖
自
筆
稿
本
）

釈
　
契
沖

二
冊
。
縦
十
四
。
二
糎
、
横
十
七
糎
の
牛
紙
列
袋
燎
”
天
の
巻
七
十
六
枚
、

地
の
巻
七
十
枚
。
題
答
に

一，河
祗
天
」
の
如
く
あ
り
。
表
紙
樺
色
。
本
文
、

反
政
の
紙
背
に
書
く
。
天
に
は
（
七
十
六
ウ
）左
下
隅
に

「
目
珠
之
印
」
墨
角

印
。
裏
表
紙
内
側
に

「
以
上
真
筆
七
十
六
枚
」
と
あ
り
て

「桑
門
契
沖
」
の

朱
角
印
あ
り
。
地
に
は
扉
に

「
河
祗
下
沖
師
真
筆
七
十
枚
」
と
あ
り
て
、
そ

れ
に
重
ね
て
桑
門
契
沖
の
朱
角
印
あ
り
、
裏
表
紙
内
側
は
天
と
同
様
。

５２
雑
記

（契
沖
自
筆
稿
本
）

一
冊
。
縦
十
四
糎
、
横
十
七
。
二
糎
。
美
濃
判
袋
綴
十
二
枚
。
題
察
な
く
、

右
端
の
綴
ぢ
め
に
契
沖
師
真
沖
と
あ
り
、　
奥
書
も
な
く
、　
虫
食
甚
だ
し
。

「
曰
珠
庵
雑
記
」
と
し
て
流
布
し
て
ゐ
る
。

”
本
朝
書
籍
目
録
　
（契
沖
手
沢
本
）

一
冊
。
縦
十
五
糎
、
横
十
二
・
三
糎
の
横
本
。
表
紙
は
藍
。
廿
三
枚
。

「諸

家
名
記
」
の
項
の
絡
り
全
ニ
ハ
ウ
）
に

以
仁
和
寺
宮
本
書
之

普
広
院
被
尋
之
時
注
文
メ
‘

細砂車犠縁脚嗜曜率痢密々
所借賜之本也　　　　　師名　難

５４

・訳
顧
唯
州
経
暉
婦
紆
鳴
Ｆ
」

枚
。
題
察
な
く
、表
紙
に
、「訳
文
笙
蹄
三一、
一ご

と
あ
り
。
下
に
「回
珠
庵
印
」
と
墨
丸
印
あ
り
。
絡
り
の
方
虫
餞
甚
だ
し
。

５５
訳
女
笙
蹄
助
語
　
（筆
者
不
詳
）

一
冊
っ
牟
紙
剣
袋
機
。
十
五
枚
。
題
答
な
く
、表
紙
に
「訳
文
基
蹄
助
語
全
」



と
あ
り
、
全
二
五
ウ
）
に

寛
保
第
三
癸
亥
年
十

一
現
書
写
ス

（
虫
）元

此
書
は
八
世
実
仁
大
虫
入
り
て

裏
打
篤
修
復
改
メ契

乗
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

“
上
菖
集
代
匠
記
序
　
（契
沖
自
筆
欺
）

一
巻
。
縦
廿

・
五
糎
、
横
百
四
十
二
・
五
糎
。

５７
契
沖
阿
闇
梨
追
悼
詩
歌

一
巻
。
縦
十
九

・
六
糎
、
横
八
百
八
十
糎
。
知
友
の
安
積
覚

。
村
顧
言

。
飼

飼
真
泰

・
多
湖
直

・
村
良
直

。
松
浦
守
約

。
清
原
長
秀
の
漢
詩
「
清
原
長
秀

・
藤
原
忠
実
の
和
歌
、
藤
原
為
明

。
件
資
紹

。
藤
原
旨
精
の
弔
文
な
ど
が
あ

る
。
奥
書
年
月
な
し
。

５８
契
沖
阿
闇
梨
遺
言
状
　
（契
沖
自
筆
）．

一
輻
。
縦
十
八
・
七
糎
、
横
六
十
三
糎
。

５６
百
人

一
首
改
観
抄
奥
書
官

（契
沖
自
筆
欺
）

一
輻
。
縦
十
四

・
五
糎
、
横
廿
五
糎
。
標
題
の
下
に

「写
」
と
あ
り
、
終
に

「
元
隷
五
年
季
夏
契
沖
抜
」
と
あ
る
。
原
本
と
書
体
同
じ
。
精
小
。

附
幼
年
手
跡
　
（契
沖
自
筆
）

右
と
同
輻
。
縦
十
四

・
五
糎
、
横
十
五
糎
。
内
容
は
契
沖
よ
り
三
才
年
長
の

兄
、
如
水
の

「
自
少
至
老
」
略
伝
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
元
藤
十

一
年
十

一

月
十
五
日
如
水
歿
し
て
後
、
追
悼
の
心
を
こ
め
て
契
沖
が
書

い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る
。
ど

の
紙
の
左
端
に

「
此

一
紙
ぽ
一聘

露
沖
大
徽
幼
（春
に
時

之
書
筆
と
伝
成
之
　
契
猛
」
と
あ
る
附
記
は
蛇
足
と
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
で
目
珠
庵
蔵
本
に
対
す
る
簡
単
な
書
誌
的
解
説
を
絡
る
が
、
４

２５
２７
１

３８
３９
の
如
く
内
容
と
標
題
と
の
食
違
つ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
も
と
も

と
表
紙
に
、
内
容
を
示
す
標
題
の
鋏
け
て
ゐ
た
の
を
後
人
が
い
ヽ
加
減
な
附
題

を
し
た
の
に
因
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
右
の
図
書
館
寄
托
本
の
他
に
現
在
、
日

珠
庵
自
身
が
保
存
し
て
み
る
も
の
に
、
①
契
沖
大
徳
墓
碑
、　
一
巻

（寛
保
三
年

癸
亥
冬
大
阪
　
五
井
純
頑
謹
撰
（
①
契
沖
阿
閣
梨
二
百
年
忌
献
詠
歌
下
写
、　
一

冊

（‐明
治
三
十
二
年
五
月
十
六
日
う
つ
し
終
）
⑫
春
懐
旧
帖
　
一
冊

（
師
五
十

年
追
悼
円
珠
庵
五
世
契
徳
）
◎
春
懐
旧
　
一
帖

（宜
長
な
ど
の
歌
あ
り
）
〇
延

寿
庵
和
歌
集
　
一
冊
◎
般
若
心
径
　
一
巻

（奥
書

「
元
藤
十
年
二
月
仏
涅
槃
日

最
上
乗
沙
門
契
沖
書
し

①
信
契
沖
筆
蹟
　
一
冊

（木
凹
版
）
な
ど
が
あ
る
。

円
致
庵
所
議
で
な
い
契
沖
自
筆
本

妙
法
寺
記
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
　
　
延
命
寺

妙
法
寺
之
図
　
　
　
　
　
　
　
一
葉
　
　
　
″

詠
富
士
山
百
首
和
歌
　
　
　
　
一
幅
　
　
　
″

厚
顔
抄
篤
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
冊
　
　
　
上
賀
茂
神
社

拾
遺
集
考
要
自
　
　
　
　
　
　
一
冊
．
　
　
″

勝
地
吐
懐
篇
篇
　
　
　
　
　
　
一一冊
　
　
　
″

儀
軌
　
　
　
　
　
　
十
冊

（
六
十
巻
の
内
）
宝
山
寺

契
沖
遺
文
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
　
　
佐
伯
良
謙

書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
　
　
大
和
国
史
館

書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
　
　
天
理
大
学
図
書
館

自
註
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
　
″
　
・

円
珠
庵
雑
記
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
　
″

右
は
去
る
五
月
七
日
―
十
二
日
ま
で
大
阪
三
趣
で
催
さ
れ
た
契
沖
展
に

展
観
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・




